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日本産カマバチ類の生態に関する比較研究

（9）トビイロカマバチの発育

北　　村　　憲　　二＊

　　Comparat1ve　Stud1es　on　the　B1o1ogy　of　Drym1d　Wasps　m　Japan

9）Deve1opment　of亙ψ1ogo〃〃oμ∫ψκα1z∫（Hymenoptera，Drym1dae）

　　　　　　　　　　　　　　Kenj1KITAMURA

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abst醐砒

　1　When∬ψκα伽was　reared　under　cond1t1ons　at20，24，28and32◎C，the

duration　of　deve1opment　from　egg　to　pupa　was44．6days　at20◎C　and16．3days　at

32◎C　and　those　at　other　temperatures　were　w1thm　th1s　range　The　durat1ons　at

28oC　and32◎C　were　s1m11ar　between　them　and　about1／2of　that　at20oC　A

de1ay　of　the　deve1opment　due　to　a　h1gh　temperature　was　suggested　at32◎C　∬

ψκα〃8paras1t1zmg　the3rd－1nstar　Iarva　of∫〃κz搾プαemerged　as　a　fma1－mstar

1arva　from　the5th－instar1arva　or　the　adu1t　of　the　host．

　2　Deve1opmenta1zero　and　the　effect1ye　accumu1at1ve　temperature　m　the　stage

from　the　egg　to　the　adu1t　emergence　of　Hαμoα〃∫was137oC　and2960degree＿

一days，respective1y．

　3　When∬ψκα伽paras1t1zed　on　S力肌ψグα，the　durat1on　of　deve1opment　from

egg　to　pupa　at24◎C　was324days，a1most　the　same　as　onム8肋α〃〃3（304days）

∬．αがoα〃3a1so工aid　eggs　in　the　nymphs　of！V．1〃8肋3，but　these　eggs　did　not　grow

fur亡her．

　　　　　　　　　は　じめに

　トビイロカマバチHψ1ogoπ励oμ8α加oo1づ5Perkins

は稲の重要害虫であるセジロウソカ　lSog励θ〃α

ルκ抑舳（Horv射h）の楠食寄生者として知られている

（酒井，1932；江崎。橋本，1935．1936；北村，1987a，

1987b）．酒井（1932），江崎・橋本（1936）によると，

本種はヒメトヒウソカエαo〃助伽3肋肋〃〃3（Fa11en）

やトビイロウソカ〃1砂α〃α肋1昭肋3（St差1）にも寄

生するとされている．また西岡（1980）によると，高知

県においては本種の少数の個体がヒメトビウソカの幼虫

体内で越冬するとされているが，著者は水田の調査で本

種がこれらに寄生した事実を確認していない．本種の発

　＊環境生物学講座

育については，江崎・橋本（1931）は，本種に蜂蜜のみ

を与えたときの成虫の寿命は雌で平均7．55目，雄で平均

5．85日であることを報告している．また著者（1988）は

24℃温度条件下におげる本種の発育目数並びに寄生時の

寄主幼虫の齢期と温度の関係について報告したが，伽こ

本種の発育に関する報告はみあたらない．

　本報では，セジロウソカの天敵としてトビイロカマバ

チの利用を図る目的で，本種の発育と温度の関係を，ま

た水田に生息しているヒメトビウソカやトビイロウソカ

を寄主として本種が発育するかどうかを確認するため，

これらの寄主におげる発育の関係について調査した結果

を報告する．
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　　　　　　　　　材料と方法

　松江市近郊の水田からセジロウソカを採集し，それに

寄生していたトビイロカマバチを羽化させ，これを用い

て次の実験を行った．寄主として用いたセジロウソカ，

ヒメトビウソカとトビイロウソカは，室内で累代飼育し

たものである．

（1）発育所要目数と温度との関係を明らかにするた

め，交尾後の雌を各1頭ずつガラス管内（2cm×12cm）

に入れ，セジロウソカの3齢幼虫を与えて産卵させた．

寄生を受けたウソカを16時問照明，20℃，24℃，28℃，

32℃温度条件下で飼育し，各温度区下におげるトヒイロ

カマバチの終齢幼虫の寄主からの離脱目，蝿化目，羽化

目について記録した．また供試したウソカの全個体を，

死亡後解剖して寄生の有無を確認した．なお，本種は終

齢幼虫になると寄主から離脱して，稲の茎葉などで繭を

紡ぎ，その中で踊化する．

第1表 セソロウソカ3齢幼虫に寄生したトヒイロカマハチの発育所要目数

発育ステージ 温度　　　　離脱時の
（℃）　　寄主のステージ

調査
個体数

発　育　所　要　目　数

平均 （95％信頼限界）

卵一離脱前の幼虫

20

24

L
A

L
A

9
28

2
27

16
16

5
4

21，2
24，9

16，5
19．4

28

32

L
A

L
A

8，4

13．3

9，0

14．3

（±2．8）

（±1．1）

（±6．4）

（±1．1）

（土O．5）

（±O．9）

（±2．3）

（±4．O）

20 L
A

L
A

L
A

L
A

8
26

4．8　　　（±α4）
4．8　　　（±α3）

終齢幼虫

24

28

32

2
25

14
16

4
3

3．O　　　　　（O）
3．2　　　　　　　（±O．3）

2．1　　　　　　　　　　（±O．2）

2．1　　　（±O．1）

2．O　　　　　（O）
2．O　　　　　（O）

20 L
A

7
26

15，4
15．O

（±α7）
（±O．5）

24 L
A

L
A

2
23

1O．0
10．O

28
12
15

4
3

6．8

7．1

（O）（±O．3）

（±O．2）

（±O．3）

32 L
A

6．O　　　（±1．3）
7．3　　　　　　　（±1．4）

20 L
A

7
26

41，9
44，6

29，5
32，5

17，2
22，5

16，3
22．7

（±3．6）

（±1．4）

卵一蜻
24 L

A
2

23

28 L
A

32 L
A

12
15

4
3

（±6．4）

（±1．O）

（±α5）

（±α8）

（±2．7）

（±6－3）

注）A：成虫， L：5齢幼虫
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　（2）寄主の種類の違いによって本種の発育が異なる

かどうかを知るために，セジロウソカ，ヒメトピゥソヵ

とトビイロウソカの各3齢幼虫を与えて産卵させ，寄生

を受げたウソカを24℃，16時間照明条件下で飼育した．

そして各寄主におげる終齢幼虫の寄主からの離脱目，蝿

化目，羽化目を記録した．また供試した寄主はすべて死

亡後解剖して，寄生の有無を確認した．

　　　　　　　結果と考察

1．発育と温度の関係

　セジロウソカを寄主として異なった4つの温度条件下

で飼育したときのトビイロカマバチの発育所要日数を第

1表に示した．

卵から蝿までのトピイロカマバチの発育所要目数は20

℃で446目，32℃で16．3目であった．他の温度条件下で

はこの範囲内にあった．発育所要目数は温度が高くなる

ほど短縮し，32℃飼育の場合には，20℃飼育の約半分と

なった．28℃と32℃では発育所要日数に顕著な差は認め

られなかった．各温度条件下におげる羽化までの累積死

亡率は20℃で36．5％，24℃で28．6％，28℃で27．O％，32

℃で75．9％であり，20℃，24℃及び28℃におげる累積死

亡率は比較的低く，これらの間には有意差が認められな

かった（p＞O．05，t検定）が，32℃とでは有意差が認め

られ，死亡率は著しく高かった．したがって，32℃では

高温障害が起こっている可能性が示唆された．

　高温障害が生じたと思われる32℃条件におげるデータ

を除いて発育遠度を求め，各発育ステージ毎の温度と発

育速度の関係を第1図に示した．その結果，第2表に示

発
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寄主の5齢幼虫と成虫から離脱した個体を合わせて発育所要日数と発育速度を示した、

　　　：発育所要日数　　⑱：発育速度

第1図 トビイロカマバチの発育所要目数並びに発育速度と温度との関係
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第2表 トビイロカマバチの発育遼度の回帰式と発育零点並びに有効積算温度

発育ステージ 回　帰　式 発育零点（℃） 有効積算温度（目度）

卵一離脱前の幼虫

　　終齢幼虫

　　　踊

　　卵一踊

Y＝O．O064X－O．0895

Y＝O．0335X－O．4643

Y：O．O096X－O．1265

Y＝O．O034X－O．0462

14．1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　157，1

13，9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　29，9

13．2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　104，4

13．7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　296．O

第3表 3種ウソカに産卵されたトビイロカマバチの発育所要日数

　　　　　　　　　　卵から離脱前の幼虫までの
　　　　　　供試
　　　　　　　　　　　　発育所要目数
寄主轟数轟平均（…信頼限界）

終齢幼虫の発育所要目数 踊の発育所要日数

調査　　　　　　　　　　　　調査個体数　平均（95％信頼限界）個体数　平均（95％信頼隈界）

セジロウソカ　　　35　　29　　192（±1．O）
ヒメトピウソカ　　　7　　　5　　　17．O（±3．3）

トビイ回ウソカ　　19　　　0　　　　　　一

27　　　　　　3．2（±O．3）　　　　　　25

5　　　　　　　3．2（±0．6）　　　　　　　5

1∩、O（±O．3）

10．2（±O．6）

す回帰式と発育雰点及び有効積算温度の値が得られた．

この3段階の温度から求めた発育遠度は第1図の回帰直

線に比較的よく適合し，発育速度は温度が高くなるにし

たがって直線的に早まった．卵から終齢幼虫の寄主離脱

までの発育遠度から求めた傾きは他の発育ステージのそ

れより小さかった．卵が成虫になるまでの発育雰点は

13．7℃，有効積算温度は296．O目度と推定された．

　カマバチ終齢幼虫の寄主離脱は，寄主が5齢幼虫また

は成虫になってから起こる．カマバチの発育目数は寄主

の幼虫から離脱する個体が成虫から離脱するものよりも

短く，その差は3～5目であった（第1表）．

2．発育と寄主の種類との関係

　セジロウソカ，ヒメトビウソカとトピイロウソカを寄

主とした場合の発育所要日数を第3表に示した．

　これによると，セジロウソカに寄生した時の発育所要

目数とヒメトビウソカにおげる発育所要目数との問には

有意差が認められなかった（P＞O．05，t検定）．トピイ

ロウソカに対しては産卵するが，この卵は発育しなかっ

た．セジロウソカとヒメトビウソカを寄主とした場合の

羽化までの累積死亡率は共に28．6％であり，これらの2

種ウソカ問では差は認められなかった．したがって，ト

ビイロカマバチがトピイロウソカの寄生蜂であるという

酒井（1932）及び江崎・橋本（1936）の記録については

疑問が残る。また水田の調査で，本種がセジロウソカに

のみ寄生しているのが見いだされたが（北村，1987a，

1987b），室内飼育ではヒメトビウソカにおげる発育目数

や死亡率はセジロウソカのそれらとの問で差が認められ

なかったので，これらとは別の要因があって，セジロウ

ソカを選好しているものと思われる．
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　　　　　　　　　摘　　　　要

　1．セジロウソカを寄主として，20，24，28，32℃で

飼育した場合，トビイロカマバチの卵から羽化までの発

育所要目数は，32℃では20℃の約半分であったが，28℃

との問には顕著な差は認められず，32℃では高温障害が

起こっていることが示唆された．またセジロウソカの3

齢幼虫に寄生した場合，カマバチ幼虫の寄主離脱は寄主

が5齢幼虫または成虫になってから起こった．発育所要

目数は幼虫から離脱する個体が成虫から離脱するものよ

りも3～5日短かった．

　2．卵から成虫羽化までの‘発育零点は13．7℃，有効積

算温度は296．O目度であった．

　3．トビイロカマバチがセジロウソカに寄生したとき

とヒメトビウソカに寄生したときでは発育所要目数に差

は認められなかった．本種はトビイロウソヵにも産卵す

るが発育しなかった．

1
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2
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